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ＰＴＡ と 家庭教育

子どもは私たちの宝であり、その一人ひとりを幸せにしたいということは、

保護者と教師に共通した切実な願いです。

これからの社会を生きる子どもにとって、何が重要でどのような資質や能

力を身に付けていけばよいのでしょうか？

勤勉で従順な人が社会から求められる時代もありましたが、これからは、

問題を解決するために自分で考え、工夫し、行動する、勇気ある社会人が求

められています。

どうしたら、変化の激しいこれからの社会を生きる力を身に付けることが

できるのでしょう。それには、家庭のあり方が大きく関わってきます。なぜ

なら、「生きる力」の基礎は、家庭において、保護者の愛情のもとではぐく

まれていくものだからです。

１ 家庭の役割と子育ての現状

ところが現状は・・・

自立性

基本的な生活習慣

社会性
規範意識

生活リズム、安全、清潔

創意工夫・努力・忍耐

豊かな情操

他人への思いやり
自尊心

社会的マナー

集団での協調性
善悪の判断

基本的倫理観

子どもは、家庭 で、 「生きる力」の基礎をはぐくんでいきます

家 庭 の 役 割

家庭は、あたたかい愛情を基盤に子どもの成長と自立を支える重要な役割と責任

を担っています。

また、人間形成の基礎を養う場であり、すべての教育の出発点といえます。
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うちの子、落ち着
きがないわ。私た
ちのしつけが悪
かったのかしら？

一方 子どもを取り巻く環境の変化により、 子育てに
悩みや不安を抱え戸惑っている親も少なくありません。

学校のことを聞いても
ちっとも話してくれない
し、学校の様子がわか
らなくて心配だわ…

近くに親もいないし、誰
か子育ての悩みを聞
いてくれないかしら

仕事が忙しくて、親子の
ふれあいの中でしつけ
をしていく時間を十分に
確保できないわ

早く帰って子
どもと一緒に
遊んでやりた
いが…

•

・ がまんができず協調性に欠ける

・ 決められたルールを守れない

・ 人と上手にコミュニケーションがとれない

・ 基本的な生活習慣やあいさつ、礼儀作法、言葉遣いなどが身に付いていない

・ 自己有用感が極端に低い

子どもは親の日常生活をモデルとしながら成長しているので、

家庭での親や家族の生きる姿が大きく影響しています。

自分の家庭を振り返り、家庭の教育力を向上させることが必要です。

全体的全体的全体的全体的なななな傾向傾向傾向傾向としてとしてとしてとして こんなこんなこんなこんな子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが増増増増えていますえていますえていますえています

・都市化 ・核家族化 ・少子化

・地域におけるつながりの希薄化

・物質的豊かさ

・あふれる情報

・基本的生活習慣の乱れ

・社会体験、自然体験の不足

家庭家庭家庭家庭をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく環境環境環境環境のののの変化変化変化変化

・家庭教育の重要性に対する認識の不足

・大人社会のモラル低下

・子育てに不安を抱く保護者の増加

・子どもへの過剰な期待や干渉

その背景として・・・
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家庭教育は、子どもに対する私的な教育である以上、その考え方も方法も

家庭ごとに異なるのはいうまでもありません。

しかし、個人的に教育雑誌や研修を受けたりして家庭教育について学んで

いる方でも、自信を持って子育てに不安はない！といいきれる方は少ないの

ではないでしょうか。

子どものしつけ、家庭教育、発達についての情報はテレビ・雑誌・イン

ターネットなどを通してあふれるほど流れています。これらたくさんの情報

の中から、適切な選択をする必要があります。また、ゲームや携帯電話など、

子どもたちがトラブルに巻き込まれないように、親もその正しい使い方など

を知っておく必要もあります。なにより、子どもの成長に応じて家庭におけ

る親のなすべき役割を学んでいくことが大切です。

２ 子どもにとってより良い家庭をつくるために ～ＰＴＡとして～

家庭教育にＰＴＡとしてどう関わればいいの？

子どもたちの実態や保護者のニーズを把握し、学校はもちろん、関係機関や

団体等と連携・協力しながら、様々な機会を利用して、「親の学び」を取り入

れてみましょう。学年、学級行事や学級懇談会で、子育ての悩みを交換しあっ

たり、講演会やセミナーのほか、テーマに関連した連続講座形式で学習する家

庭教育学級を開催したりしているところもあります。

同じ地域で、同じ年頃の子どもを持つ親同士で話をすることで、

新しい気付きがあるかもしれません。

我が子のことが最も大切だからこそＰＴＡ活動に参加するのは当然ですが、

もう少し視野を広め、その学校の、その地域の子どもたちを育てるという意識

に高めていくことでさらによい活動となるでしょう。

PTAとして、家庭の教育力を高めるような活動を充実さ

せ、保護者が子育てについて学び合い、親として共に

成長していく場となっていくことが、ＰＴＡの目的である

「子どもの幸せを実現する」ことにつながります。
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３ こんな活動をやってみませんか？

○リーフレット作成

・子育て10か条 ・我が家のルール ・子育てチェックリスト
親力
アップ！

できあがったリーフレットを保護者へ配付して意識啓発を行うこともひとつの目的
ですが、リーフレットを作成するプロセスで、家庭において何が大切かということについて考え、
話し合うことで、自分の家庭を振り返ることにもなり、親としての学び、成長につながるという
大きなメリットもあります。

○家庭教育の講演会や研修会

・就学前健診の機会を利用して
・公民館等で地域の人も巻き込んで

講師の先生から子育てに役立つお話が、身近でしかもリーズナブルに（ほとんど
が無料で）聞けます。聞いてみたい講師を推薦できるのも役員の特権かも。

親力
アップ！

○家庭教育学級

・低学年、高学年といった特定の学年を対象
・全保護者を対象 など

一方的に講師の話を聞くだけでなく、参加者同士の話し合いやワークを多くす
ることで、回を重ねるごとに自然と仲良くなれます。人の話を聞いたり、自分の思ったことを書い
たりしているうちに、自分の子育てに対する考えが整理され、なんだかスッキリした気持ちに
なったり、家庭で大切にしたいことに気付いたり、子育てに前向きな気持ちを持てるようになった
りします。
「学校からのプリント、どうしてる？」といった話題から「子育て家庭の収納術」などのテーマは
いかがですか？気になるテーマを提案して、自分自身の悩みが解決できるかも。

Ｂ： １年間同じテーマで多角的に学んでいく
（例：テーマ 家族のコミュニケーション）

①子どもの話を引き出す大人の聴き方話し方
②理想の子ども像を求めていませんか
③親子のふれあい（親子レク）
④子どもにキレたことありませんか
⑤家庭教育チェックリストづくり

Ａ：いろいろなテーマを組み込んでいく
（例）
①しつけや学び（携帯は必要か）
②親の役割（親子の距離感）
③人権と命（映画「いじめ」）
④身体の発達（性教育）
⑤親子体験（手作りおやつ）

親力
アップ！

○入学準備応援隊（年長児の保護者と小学生保護者の交流の場）

・入学体験 ・朝ごはんづくり ・通学路チェック ・給食試食会 など

入学を控えた年長児の保護者が在校生保護者とともに、子育ての不安や悩み
について交流を深める場です。学校や地域の情報を得たり、知り合いができたり

することで、親も子どもも安心して学校生活をスタートできます。入学前にＰＴＡにお世話になり
助かったという意見も多く、ＰＴＡの好感度アップの効果が期待できます。

親力
アップ！
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○テーマを考えよう

・家庭教育の意義と役割
・しつけや子どもへの接し方（基本的な生活習慣、子どものほめ方・叱り方、学習習慣、

お小遣い、携帯電話やゲームとの付き合い方 など）
・子どもの心と身体の発達
・健康と食育
・子どもの防犯
・学校教育に関すること（学校での子どもの生活、給食体験、進路学習 など）

ＰＴＡ活動を通して、親としてどんな力を身につけていきたい
か、子どもの学年や学校の実態など、対象者やねらいを明確
にして、ニーズにあったテーマを考えましょう。

○スタイルを考えよう

・ 子育て情報の発信（広報紙・リーフレット・ホームページなど）
・ 家庭教育に関わる講演会・セミナーの開催
・ 家庭教育学級の開催
・ 保護者同士で子育ての悩みや思いを話し合う機会をつくる
・ 視察研修（施設見学等）

家庭教育の学習は、いろいろなスタイルでの実践が考えられ
ます。学習のねらいや参加者の実態に合わせて計画しましょう。

４ 実りある活動にしよう！

○参加しやすい工夫をしよう

・ 保護者にねらいを理解してもらおう（家庭教育の重要性を説明したリーフレットの
作成など）

・ 参加したくなるネーミングにしよう（親のための応援塾、井戸端会議…など）

・ 他の行事と同時開催したり、学習と楽しみをセットにしてみよう
・ 多くの人が集まれる時間帯を探ろう（夜なら子どもの保育つきにするなど）
・ アンケートを実施して、次に生かそう
・ 情報収集しよう（他校の講演会やＰＴＡ役員向け研修会に参加するなど）

参加してもらいたい対象者をイメージして、参加しやすい状況
を想定してみましょう。

○講師を探そう

・ 最寄の公民館に相談（詳細はP42参照）
・ 県立生涯学習推進センター 学習相談室に相談（詳細はP40参照）

講義スタイルか参加型演習か、講師料が無料か有料かなど
の条件やテーマに応じた最適な講師を探すお手伝いをします。
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子どもとの接し方を

振り返ってみましょう！

「かけがえのない自分」「大切にされている自分」を実感できる子どもは幸せです。

親や家族は温かい愛情を基盤に、子どもの成長と自立を支えていきましょう。

□□□□ コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがとれていますかがとれていますかがとれていますかがとれていますか？？？？

「おはよう」「おやすみ」などの挨拶や「ありがとう」「ごめんね」「あなたの考え

は？」「今日はどんなことがあったの？」などの会話をかわすことが、親子や家族関

係の基盤となり、日々のコミュニケーションが、心の結びつきを強くしていくのでは

ないでしょうか。また、社会生活に必要とされるコミュニケーション能力を身に付け

ることにつながっていくことでしょう。

【参考資料】 ＜平成 22年度 全国学力・学習状況調査結果より＞

☆家の人と学校での出来事について話をしますか。 （％）

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない

小学 新潟県 ４１．７ ３１．２ ２０．９ ６．２

６年 全 国 ４３．４ ３０．８ １９．４ ６．３

中学 新潟県 ２８．９ ３３．４ ２７．１ １０．６

３年 全 国 ３１．０ ３２．７ ２５．５ １０．６

※ 新潟県の子どもたちの状況は、全国に比べてやや低い。

□□□□ 実体験実体験実体験実体験をさせていますかをさせていますかをさせていますかをさせていますか？？？？

親子や家族で一緒に、あるいは子どもが家族以外の人たちと一緒に、「家事や奉仕

活動」「自然に触れ、親しむ活動」「読書、絵画や工作などの文化的活動」「体を鍛え

る活動」「地域の行事に参加」などを実体験することは、子どもの心に残る貴重な経

験となり、社会性や自主性を身に付ける上で大切なものとなります。

□□□□ 命命命命のののの尊尊尊尊さやさやさやさや社会的社会的社会的社会的マナーマナーマナーマナーなどをなどをなどをなどを伝伝伝伝えていますかえていますかえていますかえていますか？？？？

「子どもは親の鏡」と言われています。命の尊さ、思いやりの心、人権意識、善悪

の判断、社会的マナーなどについて、子どもに言葉や行動で伝えることは、豊かな人

間性を育む上で重要なことです。

□□□□ 約束約束約束約束ややややルールルールルールルールをををを決決決決めていますかめていますかめていますかめていますか？？？？

よりよい生活習慣形成や健全育成のために、子どもの成長や家庭の実情に応じた「我

が家の約束やルール」を決めることが大切です。子どもに具体的な目標を持たせると

ともに、子どもを励まし、努力する姿をほめてあげたいですね。

※※※※ 県教育委員会県教育委員会県教育委員会県教育委員会・・・・県地域家庭教育推進協議会県地域家庭教育推進協議会県地域家庭教育推進協議会県地域家庭教育推進協議会ではではではでは、、、、小学校低学年用小学校低学年用小学校低学年用小学校低学年用リーフレットリーフレットリーフレットリーフレット

「「「「家族家族家族家族みんなでみんなでみんなでみんなで守守守守ろうろうろうろう！！！！我我我我がががが家家家家のののの約束約束約束約束」」」」をををを作成作成作成作成。。。。県内全県内全県内全県内全てのてのてのての小学校小学校小学校小学校１１１１年生年生年生年生（（（（平成平成平成平成

23年度年度年度年度））））にににに配布配布配布配布。。。。→→→→ 次次次次ページページページページにににに掲載掲載掲載掲載
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